
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇意見交換・協議  進行：ONE-TEAM コミッティ委員（北海道産業教育審議会会長） 岡部 善平 氏 
 

 マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校ONE-TEAMプロジェクト」 

令和６年度から２か年で実施する文部科学省マイスター・ハイスクール普及促進事業「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」

の取組や専門高校と産業界との持続可能な連携など、各校の好事例について情報提供します。 

ONE-TEAM News 

 

 

北海道教育庁学校教育局高校教育課キャリア教育指導係 

 

第５号 
令和７年（2025 年） 

２月 17 日 

 

『４ Sサミット』を開催しました 
 

〇基調講演 「北海道に根ざした企業が考える人材育成～未来の北海道産業を考える～」 
講師：株式会社セイコーマート商品本部取締役本部長 辻道 雅彦 氏 

令和７年１月 24 日（金）、産業教育に最前線で携わる代表者が一堂に会し、「北の専門高校 ONE-TEAM プロジェクト」に
おける取組が、専門高校と産業界との持続可能な連携に資するよう、次年度に向けた共通認識を図ることを目的として開
催しました。 

・専 門 高 校（Ｓenmon Koukou） 
・産  業  界（Ｓangyoukai） 
・産学連携コーディネーター（Ｓangakurenkei Coordinator） 
・指 導 主 事（Ｓhidoushuji） 
の４つの「Ｓ」を意味し、それぞれの代表者が 
一堂に会し意見交換を行う場が「４Ｓサミット」 
です。 

専門高校と産業界のサステナブルな連携について協議 

○セイコーマートのサプライチェーン全体に関わる取組 
 
○北海道産業と密接に関わった地域との取組事例として、自治体との協定締結や、 
地域からの要請に応えた出店事例 
 

○地域産品を活用した商品開発（規格外メロンを活用した商品、和ハッカを使用 
したチョコミントアイスバーなど） 

 
○高校生対象の各種コンテスト開催や、学習の成果を生かした製品の商品化など、
次世代の人材育成に関わる各種取組の紹介 

 
○人材育成においてチャレンジ精神や向上心、実行力や地域貢献への思いを育む 
ことが重要 

○「４Ｓ」とは？ 

専門高校 産業界 産学連携 
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

指導主事 

協議題について、意見交換を行う様子 

セイコーマートにおける人材育成等について 
説明する辻道氏 

専門高校の代表として校長先生方より 
多くの御意見が寄せられました 

産学連携について、これまでの取組を 
説明する月館コーディネーター 

協議題１ 
「縦のつながり～企業や中学校とのサステナブルな連携の実現に向けて～」 
 
※参加者からの主な御意見 
 
○学校と企業の連携においては、目的を共有した上で Win-Win の関係を
構築することが大切。 

 
〇学校でできること、企業でできることは異なるので、互いの得意分野
を生かした、持続可能なキャリア教育を行うことが重要。 

 
〇「職業学科理解推進ガイド」※のよう 

に、進路について中学生の主体性を 
生かすことにつながる取組が必要。 

 
〇中高の連携は単発ではなく、カリキ 

ュラムに入れ込む必要。 

まとめ ONE-TEAM コミッティ委員（北海道産業教育審議会会長） 岡部 善平 氏 
 
○学校と企業、中学校等との縦の連携において、まずは互いの目的を共有する場を設定す
ることが大切。 

 
〇中高連携、産学連携、学科間連携を単発の取組にせず、持続可能な形とすることが重要。 
 
○連携を深めるためには、適正規模の取組を行い、「確かな連携」を構築することが大切。 

協議題２ 
「横のつながり～職業学科の垣根を越えた専門高校 ONE-TEAM の実現に向けて～」 
 
※参加者からの主な御意見 
 
〇学科間連携は、時間割や行事の調整など難しい面もあるため、第三者
の調整役が入ることも１つの方法である。 

 
〇専門高校に入学すると、進路の選択肢が狭くなるイメージがある。学
科間連携を推進することでより広い学びにつながるのではないか。 

意見交換・協議の進行、まとめをお引き受け
いただいた岡部氏 
 

※中学生や保護者、中学校
の先生方に、職業学科につ
いての理解を一層深めても
らうことを目的として作成
したガイドブック。 
詳しくはこちら→ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

○高校と連携した取組を行いたいが、どこに連絡
をするべきか分からない方。 

○高校生に自社や業界の業務内容を是非知っても
らいたいと考えている方。 

○会社に高校生を招いて、職場の意識改革を行い
たいと考えている方。 

○業界の発展のために、高校生を積極的に指導し
たいと考えている方。 

〇お客様の声 

専門高校との持続的な連携が可能な個人又は企業等をリスト化し、全道の専門高校に配付することで、連携体制の構築を
図ることを目的として、生徒に対して高度な知識・技術や、実践的・体験的な学習機会を提供していただける「産業実務家教
員」を募集しています。 

好事例の紹介 
 学校と産業界の持続可能な連携について、先進的な事例や特色ある取組を紹介します。 

今回は、ダイキン工業（株）と連携した旭川工業高校における人材育成についてです。 

産業実務家教員の募集について 
 

［産業実務家教員とは？］ 
  専門高校との連携が可能な、各産業に従事する職業人又は事業所の
ことを本事業では「産業実務家教員」と呼んでいます。 
  生徒に対して高度な知識・技術や、実践的・体験的な学習機会を提
供することに加え、各産業や会社毎の業務内容等について生徒に理解
を深めてもらうことなどを目的としており、持続的で専門高校と産業
界の双方にとってプラスとなる関係を構築することを目指します。 

［申込締切］ 
 令和７年（2025 年）２月 28 日（金） 
 
［申込に当たって］ 
 ○連携の際に、交通費や謝礼などの支払いはありません。 
 ○個人又は営業所や工場などの事業所単位で登録してください。 
 
［登録方法］ 
  下の２次元コードを読み込み、道教委 Web ページ内「産業実務 

家教員に関する意向調査」の覧に掲載されている URL から登録フ
ォームにアクセスし、御登録ください。 

 

このような方々は是非、御登録下さい！ 

登録されたらどうなるの？ 

 登録していただいた皆様の情報を集めた「産
業実務家教員リスト」を作成し、全道の専門高校
に配付します。 
 
 専門高校は各学校のニーズに合わせて、リス
トの中の産業実務家教員に直接連絡を取り、具
体的な連携の実施に向けて、打合せを重ね、連携
した取組を実施します。 

「旭川工業高校の空調設備に関する人材育成に協力したい」というダイキン工業（株）
のご厚意で、令和５年度から連携が始まり、先生方がダイキンの研修施設を視察するとと
もに、工業高校におけるエアコンを活用した人材育成などについて意見交換を行ってきま
した。さらに、学校を会場として、「教員向け空調人材育成セミナー」を開催し、先生方
が配管工事や取付工事、運転試験などを体験した上で、両者で意見交換を行い、エアコン
据付実習を工業高校の教育課程に位置付けることとしました。 
 
 
 
 

ダイキン工業（株）   旭川工業高校 

産業界の皆さん、北海道産業の次代を担う 

職業人材育成に向けて、御登録をお願いいたします。 

左記資料や、「北の専
門高校 ONE-TEAM プ
ロジェクト」の詳細
はこちら↓ 
 

令和６年 12 月、

エアコン据付実習

用機材５セット（専

用工具を含む）が贈

呈されました。 
 
贈呈された機材

は、今後、科目「実

習」や「空気調和設

備」、出前講座など

で活用します。 

令和６年５月、学

校で開催された「教

員向け空調人材育成

セミナー」では、先生

方が空調に関する基

礎知識の講習や、取

付工事などの実技指

導を受けました。 
 
その後、今後の授

業における実践につ

いて意見交換を行い

ました。 


